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1 はじめに
　大量の映像を保存した記憶装置の中から利用者が

見たい番組、ならびに映像シーンを検索する機能の実

現のために、映像から注目する物体や背景など必要

なデータを選び出すことが求められている。さらに、

類似映像をクラスタリングすることで効率良く検索

を行う研究が進められている。

岡本ら [1]は、映像ストリームを映像パケットと呼
ぶ固定長の部分映像に分割し、その映像パケットか

ら特徴量を抽出、そして特徴量を基にクラスタリン

グを行っている。この手法において高次元の特徴量

を用いることで良好なクラスタリングを行っている。

しかし、リアルタイムに検索が可能なシステムを考

えたとき特徴量が高次元であると、抽出処理に時間

がかかるなどの問題がある。

そこで本稿では、特徴量に色ヒストグラムを用い

ることで高速な検索を実現する。そして、ヒストグラ

ムを時間軸に沿って比較を行い、必要なデータを選び

出す。また、局所的な色相差を用いることで注目する

物体と背景に分離する。さらに多次元インデックス手

法を用いて、不要なデータアクセス回数を減少させ、

高速かつ効率的な映像検索を行う。

2 多次元インデックス手法による映像検索
　図 1に本手法の概要を示す。
まず映像を固定長の映像パケットに分割する。そし

て映像パケットから特徴量を抽出する。特徴量には、

色ヒストグラムを用いる。これをヒストグラムイン

タセクションを用いて時間軸に沿って比較し、しきい

値以上の映像パケットは同一シーンとみなし代表ヒ

ストグラムを決定する。こうして選び出された代表

的なシーンを特徴空間内でインデックス化を行う。

検索は前処理同様、検索する映像から特徴量を抽

出し、特徴空間内にて距離的に近いものを結果とし

て返す。
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図 1: 映像検索の概要

2.1 特徴量抽出

　本手法では、色ヒストグラムを特徴量として抽出

する。色ヒストグラム H(h1, h2, · · · , hi)は色の統計
量を表すため、登場人物などの位置に依存しない検

索が可能である。ここで注意すべき点は固定長に映

像を分割すると、一つの映像パケット内に複数のシー

ンを含む可能性がある。このような映像パケットに対

して色ヒストグラムを抽出すると、安定した特徴量

が得ることができない。そこで固定長は１秒と短い

時間に設定することで、複数のシーンが含まれる可

能性を低くする。

2.2 物体と背景の分離

　映像から物体と背景を分離するために画像の色相

差に注目する。例えば、登場人物と背景は衣装で人物

を目立たせたりするように、色相差の大きい部分に

注目度の大きいものを置くことが多い。

画像において隣り合う色の対比の関係に注目し [2]、
色相の値を α、βとしたとき、これが補色の関係にな

るとき最大とすると、色相変化度D(α, β)は、以下の
式で表すことができる。

|α − β| ≤ πのとき

D(α, β) =
|α − β|

π
(1)

|α − β| > πのとき

D(α, β) = 2 − |α − β|
π

(2)
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ただし、0 ≤ D(α, β) ≤ 1 である。
この処理を画像 1ピクセルごと、8近傍に行い一定

のしきい値を越えるかを判定する。この処理を行う

ことで図 3に示すように、色相差の大きい部分のみ
を残すことができる。

図 2: 原画像 図 3: 色相差処理後

この残った画素を物体とし、それ以外の画素を背

景とみなし大まかな分離を行う。これらからヒストグ

ラムを抽出し、各々比較することで物体、背景に基づ

く検索を行う。

2.3 多次元インデックス

　本手法では、検索の高速化のために SR-tree[3]に
よるインデックス化を行う。SR-treeの特徴として、
線形探索に比べCPU時間、ディスクアクセス回数と
もに削減できる。また、実データにおける検索性能が

高いことが示されている。

3 映像検索実験
　実験映像には黒澤明監督作品、映画「乱」の本編

映像 162分と撮影風景の映像 72分を用いて、撮影風
景が本編映像のどの部分で使用されているか検索す

る実験を行った。映像の取り込みは、フレームレート

29.97Hz、画像サイズ 320× 240で行った。計算機に
は、CPU:Pentium4 3.20GHz、メモリ:1GBのマシン
を用いた。また特徴量の次元数は 18次元とした。

3.1 検索時間

　映像パケットから特徴量を抽出し、検索に要した時

間を表 1に示す。数値は CPU時間であり、5回同じ
測定を行った平均値を示している。

表 1: 検索時間の比較
ヒストグラムの抽出方法 検索時間 [s]

パケット全体 0.22
物体部分 3.10
背景部分 3.07

物体部分と背景部分から検索する場合、色相差の

計算処理に時間を要するため、全体からヒストグラ

ムを抽出するのに比べ時間がかかってしまう。

図 4: 検索シーン
の代表画像

図 5: 映像パケ
ット全体で検索

した結果

図 6: 物体部分で
検索した結果

図 7: 背景部分で
検索した結果

3.2 検索結果

　図 4 は検索を行うシーンの代表する画像であり、
図 5、 6、 7にそれぞれの検索結果、上位 6件を示す。
映像パケット全体で比較したものと背景部分で比

較したものとは、本編中における類似した映像パケッ

トが得られている。しかし、物体部分で比較した場

合、色相差が大きい部分は人物の他に空と山の境界部

分があり、これがヒストグラムに影響を与えたため、

このような結果になったものと考えられる。

4 おわりに
　本研究では、特徴量に色ヒストグラムを用い、多次

元インデックス手法で特徴空間中にてインデックス化

することで検索効率を高めた。そして単純なヒスト

グラムの比較においても、類似した映像を検索でき

ることを示した。

今後は、特徴量を変化させることでユーザの要求

に合致した検索結果を得られることが課題として挙

げられる。
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